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県土面積の３分の２を占める森林は42万７千ヘクタールで、森林面積、森林

率とも関東地方の中では最も高い順位にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. ぐんまの森林 

（１）関東一の森林県 

民有林樹種別面積   （単位：ha） 

関東地方 1 都 6 県の森林面積   （単位：千 ha） 

 

宇宙から見た群馬県の姿 土地利用の状況  （単位：ha） 

 

保有形態別面積  （単位：ha） 
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群馬県の森林は、利根川上

流に位置し、首都圏の重要な水

源となっています。 

このため、群馬県の森林には

水源涵(かん)養機能の発揮が強

く求められています。 

 

 

 
群馬県には尾瀬国立公園、上信越

高原国立公園及び日光国立公園の３

つの国立公園と、妙義荒船佐久高原国

定公園があります。 

また、上毛三山と呼ばれる赤城山、

榛名山、妙義山をはじめとする多くの

山々は豊かな森林に覆われ、優れた自

然景観を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）首都圏の水がめ 

（３）豊かな自然 

群馬県内の森林の貯水能力

は、県内九つのダムの合計貯

水量の約２倍の 12 億トン、

水源涵(かん)養機能の評価額

は約 4,800 億円と試算されて

います。  

尾瀬は、美しい景観とともに貴重な

生態系を有する「自然の宝庫」です。  

平成 19 年に日光国立公園から分離

独立し、新たな国立公園として指定さ

れました。  

奥利根上流の森林とダム湖  

 

前橋から赤城山を望む  

 

尾瀬ヶ原から至仏山を望む  
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群馬県は本州のほぼ中央に位置しています。大消費地、東京から約100ｋｍ

と、恵まれた立地条件にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
民有人工林では、伐採して利用可能な41年生以上の森林が80％を占めて

います。特に、スギのヘクタール当たり蓄積量は600ｍ3を超えています。この豊

富な木材資源の活用が、これからの課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）首都東京への近さ 

（５）木材資源の充実 

図 2 群馬県の交通  

 

民有林・国有林別蓄積   （単位：千ｍ3） 

関越自動車道、上信越自動車道に加

え、北関東自動車道の開通により東京

を経由せずに東北方面や中京・関西方

面と接続でき、東西南北全方面への高

速道路アクセスが便利になりました。  

図 1 尾瀬国立公園  

 

群 馬 県

上信越自動車道

関
越
自
動
車
道

栃木、茨城、東北へ

新潟、北陸へ

中部、近畿へ

関
越
自
動
車
道

東京、首都圏へ

群馬県の高速道路アアクセス 

民有人工林樹種別蓄積 （単位：千ｍ3） 
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民有人工林  林齢別面積 

民有林蓄積推移 
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■森林整備の推進  

木材は再生産可能・持続可能な貴重な資源です。このため、間伐等の手入

れを行って、元気で豊かな森林を育てています。 

また、近年、問題となっている地球温暖化を防止するため、その主な原因とな

っている二酸化炭素を吸収・固定する森林の機能に期待が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2. ぐんまの林業 

（１）林業の振興 

手入れの必要な森林 

（光が差し込まず、下草が消失） 

手入れを行った森林 

（光が差し込み、樹木の生長が旺盛） 

  

民有林の造林・間伐面積の推移  （単位：ha） 
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■群馬県内の森林整備・保全に伴う二酸化炭素の吸収量  

群馬県内の森林整備・保全に伴う二酸化炭素吸収量は、2022年度時点に

おいて概算で774千t-CO2であり、直近５カ年での二酸化炭素吸収量の平均は、

722千t-CO2となっています。 

森林の整備・保全に伴う二酸化炭素吸収量は、パリ協定NDCに基づく森林

吸収量の算定方法を用いています。 

 

 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 平均  

二酸化炭素吸収量

（千t-CO2）  
814 959 605 460 774 722 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■森林経営計画作成の取組  

効率的な森林経営を行うため、森林経営計画の作成を推進しています。 

森林経営計画の作成にあたっては、森林所有者等に対して森林施業プラン

ナー等が具体的な施業を提案し、効率的に作業が出来るよう森林の集約化を

行います。 

 

■森林経営管理制度の推進  

木材価格の下落や不在村森林所有者の増加等により経営管理が行われて

いない森林が増加していることから、令和元年度より、森林経営管理制度が開  

 群馬県内の森林整備に伴う二酸化炭素吸収量の推移 

（パリ協定 NDC に基づく森林吸収量）※林野庁資料より 

 

 

【森林による二酸化炭素吸収量の考え方】  

 パリ協定 NDC では、京都議定書の下で採用していた、具体的な管理活動実施対象地に

おける吸収量を排出削減目標に利用するアプローチを継続することとしており、森林吸収

源については、1990 年時点を起点として、以下の活動が生じた土地のみが対象となって

います。  

○  森林経営：適切に森林整備が行われている森林。  

○  新規植林・再植林：森林以外の土地に植林し新たに森林になった土地。  

○  森林減少：森林が他の土地利用に転換された土地。  

 上記の数値は、全国レベルで算出した二酸化炭素吸収量のうち、群馬県における概算の

吸収量（国有林を含む）を示しています。  

 なお、年間の二酸化炭素吸収量は、次の式により求めることができます。  

 炭素蓄積量（炭素ｔ）  

  ＝幹材積（m3）×拡大係数×（１＋R/S 比）×容積密度（t/m3）×炭素含有率  

 森林吸収量（CO2ｔ）  

  ＝炭素蓄積変化量（炭素ｔ）×44/12×FM 割合  
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始しました。市町村による本制度の運用を支援し、林業経営の効率化と森林

の管理の適正化を促進します。 

■林内路網の整備  

民有林の人工林では、41年生以上の森林が面積で８割を占めており、木材

資源は質的、量的に充実しています。 

地域資源である県産木材を利用することは、地域の森林が再び育成される

森林循環へ繋がると共に、健全に育成された森林は、水源の涵養や県土の保

全などの公益的な機能を発揮して人々に多大な恩恵をもたらします。 

そのため、基幹的役割を担う林道から、これを補完し、枝状に伸びる幅の狭

い作業道まで、地形や用途に応じた様々な路網の整備を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路網整備（開設）の実績  ※架線・林業専用道規格は実績なし 

延長 事業費 延長 事業費 延長 事業費 延長 事業費 延長 事業費

(m) (千円） (m) (千円） (m) (千円） (m) (千円） (m) (千円）

R2 4,472 813,552 0 0 27,250 149,403 124,437 244,192 151,687 393,595

R3 2,595 778,618 0 0 23,053 115,584 116,125 258,370 139,177 373,954

R4 4,759 833,729 0 0 13,059 67,066 116,200 262,789 129,259 329,855

R5 2,525 732,285 0 0 22,727 126,297 111,641 284,025 134,368 410,322

R6 1,464 655,134 0 0 14,325 75,253 110,112 230,968 124,437 306,221

5カ年計 15,815 3,813,318 0 0 100,414 533,603 578,515 1,280,344 678,928 1,813,947

葉脈路(W=2.0m,2.5m)

作業道

林業専用道規格

(W=3.0)
林業経営(W=2.0,2.5m) 計

林道

  

林道は、林業関係者や森林とのふれ

あいを求める人々が通行する恒久的な

道路で、木材生産や森林整備を進める

上で基幹となる道です。 

作業道は、木材生産や森林整備のた

めに林業機械が走行する道で、簡易な

構造で整備がされています。 
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■林業の機械化  

高性能林業機械の導入と林内路網の整備により、林業現場の作業システム

の低コスト化及び木材生産効率の向上を図っています。 

 

 

区分 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ハーベスタ 14 15 16 17 22 22 25 25 29 28

プロセッサ 50 49 48 51 55 57 53 55 57 55

フォワーダ 63 63 58 61 67 67 65 60 63 64

タワーヤーダ 5 5 5 5 5 5 6 6 6 7

スキッダ 3 3 3 3 3 3 3 3 2 1

スイングヤーダ 26 29 31 30 30 28 27 28 27 28

フェラーバンチャ 2 2 2 2 2 3 3 3 3 2

その他の高性能林

業機械
7 12 15 18 20 26 26 35 40 56

合計 170 178 178 187 204 211 208 215 227 241
 

 

  

県内の高性能林業機械の所有台数（台） ※その他の高性能林業機械にはグラップルバケット等を含む 

 

 導入が進むグラップルバケット  高性能林業機械による作業システム 
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■木材の生産  

素材生産量については、昭和41年の89万２千ｍ3をピ－クに減少してきました。 

しかし、平成18年以降は景気悪化の影響を受けた平成21年を除いて、上昇

に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■森林整備の担い手  

林業従事者は、昭和57年度の1,797人をピークに減少の一途をたどり、平成

18年度には604人にまで減少しました。その後一時回復したものの、近年は700

人を下回る人数で推移していましたが、令和６年度は７０１人となっています。 

60歳以上の林業従事者の割合は約３割と依然として高く、今後、退職等によ

る林業従事者数の減少が懸念されます。 

そこで、新たな人材を確保するため、群馬県林業労働力確保支援センター

等と連携し、就業相談や新規就業希望者向けの研修を開催するとともに、次世

代を担う農林大学校の学生への支援も行っています。 

また、就労環境の改善支援や林業従事者のレベルに応じた技能・技術向上

に向けた研修により人材の定着・育成に努めています。 

 

 

  

素材生産の推移 

年齢階層別林業従事者数と平均年齢の推移  
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■木材需要の状況   

木材需要は、昭和48年の190万４千㎥をピークに減少傾向が続き、平成21年

には61万３千㎥まで落ち込みましたが、その後徐々に回復し、令和６年には76

万９千㎥になりました。 

令和６年の部門別木材需要は、製材用が 53.0％を占め、チップ用が 22.9％、

しいたけ原木が 0.7％、合板・床板用が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

群馬県立農林大学校森林コースの学生に

対するチェーンソー伐倒や高性能林業機械

操作に関する技術的指導を実施。 

 

林業への就業希望者を対象として、群馬県の

森林・林業に関する講義、チェーンソーや刈払

機の安全教育、林業現場での作業体験（インタ

ーンシップ）を行う１０日間の研修を開催。 

ぐんま林業就業支援研修  農林大学校の学生への支援  

 

木材需要量の推移  
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県内最大の原木市場と大型の製材工場

からなる県産材の流通加工拠点施設で、平

成 18 年に本格稼働しました。 

平成 23 年に竣工し、全国初となるＡ材か

らＣ材までの全量一括定額買取りシステム

で、県産材の有効利用に取り組んでいます。 

丸太をチップに加工し、木質バイオマス

発電所へ供給する施設で、平成 29 年度に

稼働しました。 

■木材の流通・加工   

需要者ニーズに対応した木材供給を行うため、中間土場や原木市場、製材

工場などの流通・加工施設の整備や流通の合理化を推進しています。 

 

  

群馬県産材センター（原木市場、製材工場） 渋川県産材センター 

わたらせ森林組合地域材加工センター ウッドビレジ川場製材工場 

群馬県東毛地区の県産材加工の拠点と

なる施設で、平成 27 年に稼働しました。 

群馬県北毛地区の県産材加工の拠点と

なる施設で、平成 28 年に稼働しました。 

平成 18 年に稼働。令和３年度には大型

プレカット機器を導入し CLT 加工、並びに

DLT製造を開始しました。 

（株）長谷川萬治商店館林事業所  

 

前橋バイオマス燃料（チップ加工施設）  
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「ぐんま優良木材」は、県内の森林から生産

された素材を製材し、乾燥させた木材製品で、

ぐんま優良木材品質認証センターが、ぐんま優

良木材製品品質規格基準に基づき、品質や寸法

精度、含水率などを検査し、合格と認めた木材

製品です。 

この製品を使用した新築住宅に対して、令和

2年度までは「ぐんまの木で家づくり支援事業」

により支援、また、令和３年度からは「ぐんま

ゼロ宣言住宅促進事業」として、環境性能の高

い住宅の建設に対し支援をしています。 

 

■木材の利用  

県産木材の需要拡大を図るため、県が発注する

公共施設・教育関連施設の建設や公共工事にお

いて率先して県産木材を使用しています。 

また、民間需要に対しては、「ぐんま優良木材」を

使用した高性能住宅の建設に対する支援のほか、

「親と子の木工広場」、

「木育インストラクター養

成講座」など、木育の取

組に対する支援や、木材利用に関する普及啓発活

動を行っています。 

 

 

H28 H30 R２ R３ R4 R5 R6

土木工事関係 1,734 1,785 2,413 1,178 1,178 1,127 992

建築工事関係 44 198 176 64 64 13 124

13,896 12,886 5,667 665 1,717 2,568 3,377

年度

ぐんまゼロ宣言住宅促進事業

（住宅向け）

ぐんまの木で家づくり支援事業

県発注

補助事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分年度 H28 H30 R2 R3 R4 R5 R6

事業名

棟数 927 824 359 45 108 153 197

補助金額 329,415 235,546 109,126 8,311 24,201 35,543 46,323

ぐんまの木で家づくり支援事業 ぐんまゼロ宣言住宅促進事業

 

「ぐんまの木で家づくり支援事業」、「ぐんまゼロ宣言住宅促進事業」実績（棟数：棟、補助金額：千円） 

中大規模施設に県産木材を活用 
（有料老人ホーム） 

木育インストラクター養成講座 

県産木材の利用量（m3）  
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県有林及び県行分収造林  

県が所有し、経営している県有林は、11市町村に11か所（13経営区）、4,335

ヘクタールあります。 

県有林のうち人工林では、51年生以上の林分が面積で全体の80％、蓄積で

全体の87％を占めるなど、木材資源の充実が進んでいます。 

 

面積 蓄積

4,335 1,298,798

スギ 596 369,191

ヒノキ 341 118,196

マツ 487 191,792

カラマツ 704 259,189

その他針葉樹 39 10,714

人工広葉樹 47 5,577

天然林 2,114 344,139

計 4,327 1,298,798

9

区　分
県有林

総数

立

木

地

無立木地
 

 

  県有林及び県行造林の主要樹種の林齢別面積 

県有林樹種別面積・蓄積（面積：ha、蓄積：m3）  
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大消費地である首都圏に近い本県のきのこ類の生産は全国有数で、令和６

次の生産量は約6,742t、生産額は約57億円となっています。 

このうち、生しいたけの生産量は全国３位、まいたけは８位、なめこは8位、ひ

らたけは９位と全国上位で、その他にもえのきたけ、ぶなしめじなど多種類のき

のこが生産されています。 

このように本県のきのこ類の生産は、農山村地域の重要な産業のひとつとし

て、地域経済及び就労の場として大きな役割を果たしており、県では生産資材

の導入や施設整備に対して支援しています。 

 

 

 

また、生産者や関係団体と協力し、安全安心な県産きのこの需要拡大を図る

ために、県内外で消費宣伝活動を積極的に実施するとともに、きのこ料理コンク

ールやきのこ品評会を開催しています。 

（２）きのこ生産の振興 

県産きのこ生産量の推移 

生産者団体活動支援 群馬県きのこ料理コンクール最優秀作品 
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■保安林  

県内の森林の55％にあたる約236千haが保安林に指定されています。そのう

ち、水源かん養保安林が75％、土砂流出防備保安林が22％を占め、首都圏の

上流域にあって水資源の確保、国土保全等に重要な役割を果たしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■治山事業  

「安心・安全な暮らし」を確保するため、治山施設の設置や森林整備を進め、

「災害に強い森林づくり」に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

3. 森林の保全と森林災害・被害 

○保健保安林は、その他の保安林と兼種指定

が 18,717ha あり、合計 19,606ha となって

います。 

○風致保安林は、その他の保安林と兼種指定

が 629ha あり、合計 1,563ha となっていま

す。 

 

 

治山事業の実施状況 （左：渋川市中郷、右：みどり市小平） 

 

山地災害危険地区着手率（民有林） 

危険地区分  危険地区数  

治山工事  

着手地区数  

(R６年度末) 

着手率  

(%) 

山腹崩壊  1,791 1,071 59.8 

地すべり 161 118 73.3 

崩壊土砂流出  2,619 2,024 77.3 

計  4,571 3,213 70.3 

 

治山事業費の推移 

 

保安林種類別面積 
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■松くい虫被害  

松くい虫被害によるマツ枯れは、昭和53年に県南東部で最初に発生し、現

在は、標高の高い地域を除いて県内のほぼ全域に広がっています。 

松くい虫駆除対策は、薬剤の空中からの散布や地上からの散布が一般的で

すが、群馬県では周辺住民の健康に配慮して平成15年度から空中からの散布

を中止、平成20年度からは地上からの散布も中止して、平成21年度からは補助

事業の対象外としました。 

現在は、将来に渡って守りたいマツ林を選定し、薬剤の樹幹注入による予防

対策、被害木を伐り倒し薬剤でくん蒸し、松材の中にいるカミキリの幼虫等を駆

除する駆除対策を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ナラ枯れ被害  

ナラ枯れは、コナラやミズナラなどドングリのなる木に、カシノナガキクイムシが

産卵のため幹に穿孔する際にナラ菌を感染させ、通水機能が失われることによ

り、紅葉の季節より早い８月ごろから葉が縮れたり赤くなったりして枯れる病気で

す。 

群馬県では、平成22年にみなかみ町で初めて発生が確認され、その後の被

害は減少傾向で平成26年には一旦被害が終息しましたが、平成27年に再発し、

令和５年には沼田市や太田市、邑楽町の平野部で発生し、民有林で638本の

被害が確認されています。 

被害木の早期発見・駆除や、「おとり丸太」、「粘着シート」による捕殺等によ

り、被害の拡大を防いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

赤城南麓のマツ枯れの状況 薬剤の樹幹注入 

「粘着シート」による捕殺  「おとり丸太」による捕殺  

写真⑥ 
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■ツキノワグマによる剥皮被害  

近年、野生獣類による森林被害の中でツキノワグマによる剥皮被害が広がっ

ています。 

 

 

ツキノワグマは、５月から７月頃にかけて、スギやヒノキの植栽後数十年経過した壮

齢林の、収穫間近となった大径木で根元から樹皮を剥がし、木質部をかじります。 

剥皮された樹木は材が変色するなどして商品価値が著しく低下するとともに、大き

く剥皮された場合には樹木が枯死し、倒木

等による人的・物的被害の発生が懸念され

ます。 

また、商品価値が著しく低下することで、

林業経営意欲が失われ、放置される森林

が増加し、森林の公益的機能の低下が危

惧されます。 

 

生分解性素材などでできた防止帯や

ロープなどを巻き付ける等の防除対策

を重点的に実施していますが、被害額

はやや増加しました。 

ツキノワグマの剥皮被害は、県内全

域で見られ、林業が盛んな東毛地域は

依然として被害が突出しており深刻な

状況が続いています。 

 

 

ツキノワグマによる剥皮被害 

剥皮防止のための帯巻き 

ツキノワグマによる森林被害の推移 
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■緑化の推進  

植樹祭や森林環境教育などを通じて緑化意識の普及を図り、緑豊かな郷土

づくりを推進しています。 

■森林公園  

森林が持つ優れた自然環境を保全するとともに、広く国民の保健休養、学習

の場として利用することを目的とし、９箇所の森林公園を設置しています。 

■森林ボランティア  

森林に対する期待が高まる中、森林づくりに参加しようとする人々や企業が

近年、急速に増えています。 

このため、森林所有者と企業や団体を仲介する「企業参加の森林づくり」や

森林整備による「二酸化炭素吸収量認証制度」などを実施しています。 

また、平成 26 年 10 月に森林ボランティア支援センターを開設し、刈払機取扱  

いなどの安全講習会や森林整備作業器具の貸出しなどによりボランティア活動を 

支援しています。 

  

4. 県民参加の森林づくり 
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■目的  

「ぐんま緑の県民税」は、全ての県民が森林から様々な恩恵を享受し、森林

は公共的な財産であるという観点に立ち、その受益者である県民全体で森林整

備等に要する費用を負担することにより、多様な公益的機能を有する森林環境

を維持保全し、良好な状態で次の世代に引き継ぐという目的を持って平成 26

年度から導入しました。 

■課税方法・期間  

県民税均等割の超過課税方式 15 年間（平成 26～令和 10 年度） 

税額（年額） 

【個人】 700 円 

【法人】 法人県民税均等割額の７％相当額（1,400～56,000 円） 

■納税義務者  

【個人】 県内に住所等を有する個人（ただし、住民税が課税されている者に

限る。） 

【法人】 県内に事業所等を有する法人 

■税収等の推移  

「ぐんま緑の県民税」は、毎年約 90万人の県民と法人の皆さんに御負担いた

だくことにより、11 年間で約 92 億円の税収となっています。 

また、この取組に賛同する企業や個人の方々から、ふるさと納税等により約

115,015 千円の寄付をいただきました。 

 
  

5. ぐんま緑の県民税 

（１）「ぐんま緑の県民税」の概要 

税収等の推移（予算年度別） 
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■ぐんま緑の県民税の流れ  

 
 

 
荒廃した森林の整備を進めるため、また、山地災害の増加など森林を取り巻く新た

な課題に対応するため、第Ⅱ期に引き続き次の目標に向かって対策を進めます。  

目指すべき目標 

◆ 豊かな水を育み、災害に強い森林づくり 

◆ 里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生

活環境を創造 

 

  

◎水源地域等の森林整備 <年 5.5 億円程度> 

林業経営の成り立たない奥山の森林や簡易水道の水源地の森林整備などを行うことで、

水源涵養機能をはじめとした森林の持つ公益的機能の維持・増進を図ります。  

<事業内容> 

●地理的、地形的な条件により林業経営が成り立た

ず放置されている条件不利な森林（人工林）の整備  

（間伐、針広混交林化など）  

事業量（目標）3,500ha/5 年 

700ha/年 

  

●簡易水道等の上流に位置する森林の整備  

（間伐、針広混交林化など）  

事業量（目標）500ha/5 年 

100ha/年  

  

●松くい虫や気象による被害をうけ、やぶになった

森林をコナラやスギなどの森林に再生  

事業量（目標）１00ha/5 年 

20ha/年 

雇用主等  
（特別徴収義務者）  

個人事業者等  

（納税義務者）  

法人の県民税  

一 

般 

財 

源 

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基同額を積み立て 

個人の県民税  
森林環境の保全  

その他経費  

第三者機関の 

評価・検証  

市町村提案型事業  

市 

町 

村 

給与所得者・  

年金所得者  

(納税義務者 ) 

群馬県 

寄付金  

納入  

納税  

（納税通知書）  申告納付  

払込み 

提案  

採択

交付  
事業

実施  

県が事業実施  

市 

町 

村 

法人  
（納税義務者）  

（２）「ぐんま緑の県民税」の継続 

目指すべき目標を実現するために必要な事業  
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◎森林ボランティア活動・森林環境教育の推進  <年 0.2 億円程度> 

森林ボランティア活動の支援や森林環境教育の充実、森林の重要性の普及啓発などに

より、県民参加による森林づくりを一層推進します。  

<事業内容> 

●ボランティア情報の収集と提供、指導や資機材の貸出など、一体的なサポートを行

うボランティアセンターの運営  

●森林環境教育を推進するため、専門知識を有した指導者の養成・育成  

●森林の重要性などの普及啓発  

 

◎市町村提案型事業 <年 2.８億円程度> 

市町村やボランティア団体などが行う事業を支援します。  

<事業内容> 

●荒廃した里山・平地林の整備  

●貴重な自然環境の保護・保全  

●森林環境教育・普及啓発活動  

●森林の公有林化  

●独自提案事業  

 

◎制度運営  <年 0.１億円程度> 

<事業内容> 

●納税者である県民や学識経験者等により構成される第三者機関事（評価検証委員会）

の運営  

●ぐんま緑の県民税制度の普及啓発など  

 

 
事業の実施に必要な額  <年間8.５億円> 



群馬県の森林･林業＜資料編＞

１　群馬県の森林資源

（１）保有形態別森林面積と蓄積(令和７年４月１日現在)

区
分

国有林 官行造林 小計 県有林
市町村有

林
小計

面　積 194,686 299 194,985 1,227 196,212 6,968 14,241 21,209 209,538 230,747 426,959

人工林
面　積

64,796 299 65,095 -          65,095 2,618 8,298 10,916 100,097 111,013 176,108

人工林率 33.3% 100.2% 33.4% -          33.2% 37.6% 58.3% 51.5% 47.8% 48.1% 41.2%

蓄　積 29,342 54 29,396 -          29,396 1,819 4,565 6,384 66,275 72,659 102,055

haあたり
蓄積

151 181 151 -          150 261 321 301 316 315 239

（２）民有林の樹種別森林面積(令和７年４月１日現在) 単位：ha

計 スギ ヒノキ カラマツ マツ 広葉樹 その他

面　積 222,669 62,978 16,315 16,914 12,160 104,839 9,463

比率 100% 28% 7% 8% 5% 47% 4%

面　積 110,961 62,978 16,315 16,913 12,146 1,901 708

比率 100% 57% 15% 15% 11% 2% 1%

２　全国から見た群馬県の林業

（１）森林資源の全国対比
単位 対比(%)

千ha 1.7%

千ha 1.7%

千ha 2.6% 森林に係る全国の数値

千ha 1.3%

千ha 1.4% 森林に係る群馬県の数値

％

千m3 1.8%

千m3 2.3%

千m3 1.7%

（２）森林整備
①民有林における造林の全国対比

R2 R3 R４ R5 R6 全国 １位 ２位 ３位

8,792 2,007 1,196

北海道 宮崎県 大分県

群馬県の数値は令和７年版群馬県森林林業統計書、全国の数値は2025森林・林業統計要覧
※（国研）森林研究・整備機構森林整備センター分を含まない

令和７年全国都道府県市区町村別面積調（4.1時点）

造林面積 ha 161 137 143 125 106 21,708

項　　目 単位
群馬県の過去５ヶ年の推移 　　　　　Ｒ５年の全国の状況

　うち国有林蓄積 1,300,549 29,396

　うち民有林蓄積 4,259,652 72,659

民 有 林 人 工 林 率 45.2% 48.1% 令和７年版群馬県森林林業統計書

森 林 蓄 積 5,560,201 102,055

　うち民有林面積 17,368 231 2025森林・林業統計要覧

民有林人工林面積 7,846 111

森 林 面 積 25,025 427

　うち国有林面積 7,657 196

項　　　目 全　　国 群馬県 出 典

総 面 積 37,798 636 総面積に係る数値

計

出典：令和６年版群馬県森林林業統計書

樹　　　種

民有林

うち人工林

出典：令和６年版群馬県森林林業統計書

単位：面積ha、蓄積千m3、ha当たり蓄積m3

所
有
別

国　　　有 民　　　有

合　計林野庁所管
その他省
庁所管

計
公　　　有

私　　有

資料　1



②民有林における間伐の全国対比
全国

R2 R3 R4 R5 R6 R4

千ha 2.02 2.11 1.8 1.9 1.6 236

群馬県の数値は令和７年版群馬県森林林業統計書、全国の数値は2024森林・林業統計要覧

（３）林産物の全国対比
全国

R2 R3 R4 R5 R6 R6

千m3 208 252 213 200 200

(全国順位) （29） （27） （26） （27） （27）

　うち針葉樹材 千m3 204 203 196 174 174

(全国順位) （28） （27） （26) （26) （26

　うち広葉樹材 千m3 7 5 17 26 26

(全国順位) （32) （32) （21) （15) （15

トン 3,967 4,123 3,664 3,912 3,984

(全国順位) （4) （4) （5) （3) （3）

トン 25 15 19 20 22

(全国順位) （12) （19) （13) （13) （11）

トン 1,031 990 931 814 733

(全国順位) （6) （6) （7) （8) （8）

トン 1,266 1,193 1,241 1,247 1,271

(全国順位) （6) （6) （7) （7) （7）

（４）林道網の全国対比
単位 群馬県 全国 １位 ２位 ３位

㎞ 2,561 24,114 7,208 6,113

(全国順位) (17) 北海道 長野県 岐阜県

㎞ 941 16,520 3,011 2,688

(全国順位) (14) 北海道 青森県 秋田県

㎞ 1,620 7,594 4,894 4,536

(全国順位) (28) 北海道 長野県 岐阜県

m/ha 6.9 12.3 9.7 8.3

（５）林業経営体の全国対比
単位 群馬県 全国 １位 ２位 ３位

経営体 304 3,042 1,545 1,341

(全国順位) (29) 北海道 宮崎県 岩手県

（６）林業産出額
全国

R2 R3 R4 R5 R6 Ｒ６

千万円 604 683 682 682 709

(全国順位) (25) (24) (25) (25) (25)

（Ｒ５）

（群馬県
R6）

（全国R4） (全国順位) (11)
5.4

佐賀県 富山県
石川県・
福岡県

R6出典：農林水産統計令和5年木材統計、きのこ類は令和６年特用林産物生産統計調査

項　　目 出　　　　典

林 道 総 延 長
140,188

2025森林・林業統計要覧
　　うち国有林林道

46,483

　　うち民有林林道
93,706

な め こ 生 産 量
23,874 3.1%

ま い た け 生 産 量

単位
群馬県の過去５ヶ年の推移  本 県

シェア
出　　典

47,698 1.5% 令和６年林業産出額

民 有 林 林 道 密 度

出　　　典

#VALUE!
2025年農林業センサス結果の概要（確定
値）統計表

令和７年度版「民有林林道事業の
概要」

56,609 2.2%

生しいたけ生産量
61,959 6.4%

乾しいたけ生産量
1,574 1.4%

素 材 生 産 量
20,643 1.0%

18,922 0.9%

1,721 1.5%

単位
群馬県の過去５ヶ年の推移

項　　目 単位
群馬県の過去５ヶ年の推移  本 県

シェア
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（７）全国における群馬県の順位

北海道 岩手県 長野県 福島県 岐阜県 (21位)

5,536 1,169 1,067 972 861 425

北海道 宮崎県 岩手県 大分県 秋田県 (27)

3,008 2,001 1,235 1,092 969 200

北海道 宮崎県 大分県 岩手県 秋田県 (26)

2,563 1,973 1,238 1,026 969 174

北海道 岩手県 福島県 広島県 島根県 (15)

445 209 99 93 84 26

長野県 新潟県 福岡県 北海道 宮崎県 (11)

145,242 98,128 28,393 15,053 11,063 6,742

徳島県 岩手県 群馬県 福島県 秋田県

7,025 4,088 3,984 3,871 3,590

新潟県 長野県 山形県 福島県 北海道 (8)

5,545 5,101 4,081 1,697 1,260 733

新潟県 静岡県 福岡県 三重県 長野県 (8)

35,597 4,889 3,690 2,925 2,479 1,271

新潟県 福岡県 長野県 茨城県 三重県 (8)

1,666 1,023 690 233 87 33

福島県 群馬県

169 143

長野県 新潟県 北海道 宮崎県 岩手県 (25)

6,594 4,961 4,076 2,875 1,835 709

北海道 宮崎県 熊本県 岩手県 大分県 (26)

3,190 2,350 1,404 1,399 1,229 225

令和６年林業産出
額　うち木材産出額

千万円 23,694

桐材生産量

m3 312

林業産出額

千万円 47,698

令和６年特用林産
物生産統計調査

23,874
まいたけ生産量

トン 56,609
ひらたけ生産量

トン 4,004

きのこ総生産量

トン 434,900
生しいたけ生産量

トン 61,959
なめこ生産量

トン

素材生産量
千m3 20,643

農林水産統計「令
和５年木材統計」

針葉樹
千m3 18,922

広葉樹
千m3 1,721

４位 ５位
本 県
実 績

出　　典

森林面積

千ha 25,025

2023森林・林業統
計要覧

区　　分 単位 全国値 １位 ２位 ３位
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令和７年４月１日

知 事

（付　属　機　関）
森　林　審　議　会

副 知 事

環 境 森 林
部 長

森 林 局 長

林 業 振 興 課 森 林 保 全 課

総 務 係 環 境 保 全 係 リ サ イ ク ル 係 自 然 環 境 係 政 策 企 画 係 県 産 木 材 振 興 係 治 山 係

環 境 政 策 課 環 境 保 全 課 廃 棄 物 ･ リ サ イ ク ル 課 自 然 環 境 課 林 政 課

森 林 管 理 係

環 境 政 策 係 大 気 保 全 係 産 業 廃 棄 物 係 自然公園活性化推進室 基 盤 整 備 係 林業担い手対策室 技 術 管 理 係

調 整 ・ Ｄ Ｘ 推 進 係 水 質 保 全 係 一 般 廃 棄 物 係 野 生 動 物 係 森 林 整 備 係 き の こ 振 興 係

不 法 投 棄 対 策 第 二 係 企 画 管 理 係 林 業 改 革 推 進 係 生 産 力 強 化 係

放 射 線 ・ 土 壌 環 境 係 不 法 投 棄 対 策 第 一 係 事 業 推 進 係 林 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 室 経 営 強 化 係

尾 瀬 保 全 推 進 室 森 林 活 用 推 進 係

(西部、吾妻、利根沼田) (中部、東部) (藤岡、富岡、桐生) (渋川)

企 画 推 進 係

環 境 森 林 事 務 所 環 境 事 務 所 森 林 事 務 所 森 林 事 務 所 林 業 試 験 場

総 務 環 境 係 総 務 環 境 係 森 林 係 森 林 係 企 画 ・ 自 然 環 境 係

廃棄物係(西部のみ) 廃 棄 物 係 森 林 土 木 第 一 係 森 林 土 木 係 木 材 係

環 境 保 全 係 ( 西 部 の み ) 環 境 保 全 係 ( 東 部 の み ) 林 業 政 策 係 林 業 政 策 係 森 林 科 学 係

森 林 係 森 林 土 木 第 二 係 き の こ 係

林 業 政 策 係

森 林 土 木 係

群
馬

県
環
境

森
林
部
行

政
機
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所属別 所在地 電話番号 事務 技術 計

環 境 政 策 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2811 14 14

環 境 保 全 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2831 6 10 16

廃棄物･リサイクル課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2851 18 8 26

自 然 環 境 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2871 18 8 26

林 政 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3211 3 23 26

林 業 振 興 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3231 4 15 19

森 林 保 全 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3251 3 15 18

県　　　庁　　　計 66 79 145

渋 川 森 林 事 務 所 377-0027　渋川市金井395 0279-22-2763 3 13 16

西 部 環 境 森 林 事 務 所 370-0805　高崎市台町４－３ 027-323-4021 5 20 25

藤 岡 森 林 事 務 所 375-0014　藤岡市下栗須124－５ 0274-22-2253 3 16 19

富 岡 森 林 事 務 所 370-2454　富岡市田島343－１ 0274-62-1535 3 16 19

吾 妻 環 境 森 林 事 務 所 377-0424　吾妻郡中之条町大字中之条町664 0279-75-4611 3 16 19

利根沼田環境森林事務所 378-0031　沼田市薄根町4412 0278-22-4481 5 14 19

桐 生 森 林 事 務 所 376-0011　桐生市相生町二丁目331 0277-52-7373 4 13 17

中 部 環 境 事 務 所 371-0051　前橋市上細井町2142－１ 027-219-2020 3 6 9

東 部 環 境 事 務 所 373-0033　太田市西本町60－27 0276-31-2517 4 9 13

地 域 機 関 計 33 123 156

林 業 試 験 場 370-3503　北群馬郡榛東村大字新井2935 027-373-2300 2 12 14

合　　　　　　　計 101 214 315

※職員数は、派遣を含む（令和７年４月１日現在）

　群馬県環境森林部行政機構
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ぐんまの森林・林業 
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発行 群馬県環境森林部林政課 

急傾斜地に応じた作業システム 

 

 県では、急傾斜地の人工林において、皆伐による素材生産量の増大と確

実な再造林の実施を確保するため、新たにタワーヤーダを用いた架線系作

業システムの実証を行っています。 

 

 


